
29・9・15 2市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く）

掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。

　

市
で
は
、
現
在
、
新
庁
舎
お
よ

び
（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
建
設
に

向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
新
庁
舎
等
が
市
民

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
「
親
し
み
や

す
く
便
利
な
施
設
」と
な
る
よ
う
、

一
緒
に
考
え
る
た
め
、
市
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

  

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
平

成　

年
４
月
１
日
現
在　

歳
以
上

３０

１６

の
方

 
　

人
（
多
数
抽
選
）

３０

 

▽
原
則
と
し
て
、
３
回
と
も
出

席
し
て
く
だ
さ
い
▽
保
育
あ
り

（
１
歳
以
上
の
未
就
学
児
。
６

人
。
要
事
前
申
込
）
▽
手
話
通
訳

あ
り
（
要
事
前
申
込
）

 

９
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
、

２５

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま

た
は
直
接
、
住
所
・
氏
名
・
年

内　容ところと　き

新庁舎・新福祉会
館って何だろう？

市民会館・萌え
木ホール

１０／１（日）
１０：００〜１２：００
（９：３０開場）

新庁舎・新福祉会
館で何をしたい？

市民会館・萌え
木ホール

１０／２１（土）
１３：００〜１５：００
（１２：３０開場）

新庁舎・新福祉会
館をどう使う？

市役所本庁舎３
階第一会議室

１１／１８（土）
１０：００〜１２：００
（９：３０開場）

対定他申

齢
・
電
話
番
号
・
保
育
お
よ
び
手

話
通
訳
の
有
無
を
明
記
し
、
企
画

政
策
課
企
画
政
策
係
（
〒　

儿
８

１８４

５
０
４
住
所
不
要
・
市
役
所
本
庁

舎
２
階
☎　

儿　

儿
９
８
０
０ 

０４２

３８７

　

儿　

儿
１
２
２
４ 

s0
1
0
1
9

０４２

３８７

9
@
ko
gan
ei-sh

i.jp

）
へ

 　

情
報
公
開
条
例
お
よ
び
個
人
情

報
保
護
条
例
に
基
づ
く
制
度
の
適

正
か
つ
円
滑
な
運
営
を
図
る
た

め
、
検
討
・
審
議
し
ま
す
。

 

１
人
（
選
考
）

 

市
内
在
住
で
平
成　

年　

月
１

２９

１０

日
現
在　

歳
以
上
の
方

１８

■
任
期　

月
１
日
～
平
成　

年
９

１０

３１

月　

日
（
年
４
回
程
度
開
催
）

３０
■
報
酬
１
万
円
（
１
回
）

 

▽
市
が
設
置
す
る
附
属
機
関
等

の
委
員
は
、
原
則
２
つ
ま
で
▽
小

論
文
は
返
却
し
ま
す
▽
選
考
基

準
・
方
法
、
開
催
回
数
等
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

 

９
月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で

２０

に
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直

接
、
小
論
文（　

字
以
内
・
課
題
＝

８００

「
市
民
に
と
っ
て
の
情
報
公
開
お

よ
び
個
人
情
報
保
護
」）・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
総
務
課
情
報
公
開
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
・

１８４

市
役
所
第
二
庁
舎
６
階
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
９
２
６ 
　

儿　

儿
２
７
１

０４２

３８６

９
）
へ

 　

市
で
は
、
生
産
緑
地
法
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
生
産
緑
地
地
区
に

定
め
る
こ
と
が
で
き
る
区
域
の
規

模
に
関
す
る
条
例（
案
）を
作
成
し FAX

糸

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

審
議
会
委
員
追
加
募
集

定対他申

FAX

生
産
緑
地
地
区
に
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
区
域
の
規
模
に
関
す

る
条
例（
案
）に
対
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

ま
し
た
。

　

こ
の
案
に
対
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
、

市
内
に
事
務
所
や
事
業
所
を
有
す

る
法
人
ま
た
は
そ
の
他
の
団
体

■
公
開
・
募
集
期
間
９
月　

日
１５

（
金
）
～　

月　

日
（
月
）（
必
着
）

１０

１６

■
公
開
場
所
環
境
政
策
課
（
市
役

所
第
二
庁
舎
４
階
）
、
市
役
所
第

二
庁
舎
１
階
受
付
、
情
報
公
開
コ

ー
ナ
ー
（
同
６
階
）
、
お
も
な
市

内
公
共
施
設
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
検
討
結
果
の
公
表
等　

月
（
予

１１

定
）
※
検
討
結
果
と
意
見
の
内
容

を
公
表
し
ま
す
。
意
見
へ
の
個
別

の
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん

■
提
出
方
法
募
集
期
間
内
に
、
住

所
・
氏
名
・
意
見
を
明
記
し
、
直

接
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
環
境
政
策

課
緑
と
公
園
係
（
〒　

儿
８
５
０

１８４

４
住
所
不
要
☎　

儿　

儿
９
８
６

０４２

３８７

０ 
　

儿　

儿
６
５
７
７
）
へ

０４２

３８３

 　

次
の
方
々
を
委
員
に
選
任
し
ま

し
た
。

【
市
民
参
加
推
進
会
議
委
員

　
（
無
作
為
抽
出
方
式
）
】

▽
村
田
淳
さ
ん
、
岡
田
一
美
さ
ん

 

企
画
政
策
課
企
画
政
策
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
０
０
）

０４２

３８７

【
行
財
政
改
革
市
民
会
議
委
員
】

▽
大
塚
信
さ
ん
、
芳
須
浩
彰
さ

ん
、
吉
田
晶
子
さ
ん
（
い
ず
れ
も

公
募
市
民
）

 

企
画
政
策
課
企
画
政
策
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
２
６
）

０４２

３８７

【
社
会
教
育
委
員
】

▽
小
山
田
佳
代
さ
ん
、
原
田
隆
司

さ
ん
、
福
井
髙
雄
さ
ん
（
い
ず
れ

も
公
募
市
民
）

 

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
７
９
）

０４２

３８７

対
FAX委

員
選
任
結
果

問問問

問合先内　容ところと　き名　称
児童青少年課児童青少年係
（☎０４２−３８７−９８４７）委員長の選出等市役所西庁舎２

階第五会議室
９月１５日（金）
１０：００〜

青少年問題協議
会専門委員会

企画政策課企画政策係
（☎０４２−３８７−９８２６）

行財政改革の推
進について

前原暫定集会施
設２階B会議室

９月２０日（水）
１８：００〜

行財政改革市民
会議

ごみ対策課減量推進係
（☎０４２−３８７−９８３５）

清掃関連施設整
備基本計画につ
いて

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

９月２６日（火）
１８：３０〜

清掃関連施設整
備基本計画検討
会議

介護福祉課介護保険係
（☎０４２−３８７−９８２２）

計画策定につい
て

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

９月２９日（金）
１４：３０〜

介護保険運営協
議会計画策定に
関する専門委員
会

保育課保育係
（☎０４２−３８７−９８４６）

公立保育園の現
状確認と保護者
が求める事業に
ついて

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

９月３０日（土）
１５：３０〜

公立保育園運営
協議会（※）

子育て支援課子育て支援係
（☎０４２−３８７−９８３６）

計画の進捗状況
や実施状況の評
価等について

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

１０月１１日（水）
１９：００〜

子ども・子育て
会議（※）

※保育あり（要事前申込）◆◆各種審議会等の開催日程◆◆ 【
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
】

▽
杉
山
恭
子
さ
ん
、
畠
山
重
信
さ

ん
（
い
ず
れ
も
公
募
市
民
）

 

公
民
館
本
館
（
☎　

儿　

儿
１

０４２

３８３

１
８
４
）

 　

弁
護
士
会
多
摩
支
部
・
法
テ
ラ

ス
多
摩
共
催
の
弁
護
士
に
よ
る
法

律
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。

 
　

月　

日
（
月
）
午
後
１
時　

１０

２３

３０

分
～
４
時　

分
４０

 

市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
市
民
相

談
室

 

５
人
（
申
込
順
。
１
人　

分
）

３０

 

９
月　

日
か
ら
、
電
話
ま
た
は

１９

直
接
、
広
報
秘
書
課
広
聴
係
（
市

役
所
第
二
庁
舎
１
階
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
１
８
）
へ

問ご
相
談
く
だ
さ
い

法
律
巡
回
相
談

時所定申

 　

土
地
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
を
賦
課

期
日
と
定
め
、
こ
の
賦
課
期
日
現

在
の
土
地
の
現
況
に
応
じ
て
課
税

し
て
い
ま
す
。

　

毎
年　

～
１
月
に
、
畑
、
宅
地

１０

な
ど
の
い
ず
れ
か
を
判
定
す
る
た

め
、
市
の
職
員
（
固
定
資
産
評
価

補
助
員
）
が
現
況
調
査
を
行
い
ま

す
。

　

調
査
期
間
中
に
は
、
職
員
が
私

有
地
の
状
況
の
確
認
な
ど
の
た
め

市
内
を
巡
回
し
ま
す
。
必
ず
職
員

証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
が
、
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

 

資
産
税
課
土
地
係
（
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
２
１
）

土
地
現
況
調
査
に
ご
協
力
を

問

in
fo
rm
a
tio
n

お
知
ら
せ

新
庁
舎
等
建
設
に

　
　
　
　
　

向
け
た

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　

を
開
催

　

９
月　

日
（
日
）
、
東
京
学
芸

２４

大
学
で
同
時
開
催
さ
れ
る
平
成　
２９

年
度
市
総
合
防
災
訓
練
（
午
前
９

時
～　

時　

分
）
と
２
０
１
７
青

１１

４５

少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
東
京

大
会　

小
金
井
（
午
前　

時
～
午

ｉｎ

１０

後
４
時　

分
）を
ご
紹
介
し
ま
す
。

３０

　

同
祭
典
は
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ

ス
ト
東
京
儿
小
金
井
の
方
々
が
中

心
と
な
り
、
市
民
団
体
、
各
種
学

校
、
研
究
機
関
、
企
業
等
の
幅
広

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
実
施
さ

れ
る
、
「
教
育
と
研
究
と
地
域
産

業
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
目

的
と
し
た
市
民
力
と
地
域
力
が
結

集
さ
れ
る
大
事
業
で
、
今
年
で　
１１

年
目
を
迎
え
ま
す
。
今
や　

を
超

１００

え
る
ブ
ー
ス
が
出
展
さ
れ
、
来
場

者
が
１
万
人
を
越
え
る
年
も
あ
る

ほ
ど
で
す
。
子
ど
も
達
の
好
奇
心

と
創
造
力
を
向
上
さ
せ
、
青
少
年

の
健
全
育
成
と
地
域
の
教
育
力
を

活
性
化
す
る
特
色
あ
る
事
業
で
あ

り
、
大
勢
の
中
学
生
や
高
校
生
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
し
て

く
れ
ま
す
。

　

同
祭
典
は
、
大
学
や
高
校
が
多

く
存
在
し
て
い
る
学
園
都
市
と
し

て
の
小
金
井
市
の
特
色
、
先
端
技

術
や
も
の
づ
く
り
産
業
に
取
り
組

む
研
究
機
関
や
企
業
等
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
る
市
の
魅
力
を
発
信

で
き
る
貴
重
な
取
り
組
み
で
す
。

全
国
に
誇
れ
る
事
業
と
し
て
今
後

ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く
こ
と
を

心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

総
合
防
災
訓
練
は
、
昨
年
の
東

京
農
工
大
学
に
続
き
、
大
学
と
連

携
し
た
取
り
組
み
と
し
て
東
京
学

芸
大
学
で
実
施
し
ま
す
。
東
京
学

芸
大
学
と
は
連
携
推
進
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
、
防
災
に
関
し
て

も
相
互
に
連
携
を
行
っ
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
災
害
時
の
広

域
避
難
場
所
で
も
あ
る
東
京
学
芸

大
学
で
の
防
災
訓
練
は
、
市
民
の

皆
様
に
大
学
構
内
の
状
況
を
把
握

し
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
で
あ
る

と
と
も
に
、
多
く
の
先
生
や
ス
タ

ッ
フ
、
留
学
生
や
大
学
院
生
も
含

め
大
勢
の
方
々
が
活
動
し
て
い
る

大
学
と
の
連
携
を
強
め
る
重
要
な

取
り
組
み
で
す
。

　

当
日
は
、
警
察
、
消
防
、
自
衛

隊
等
の
関
係
機
関
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
を
担
う
各
種
企
業
、
災
害
時
の

医
療
体
制
を
担
う
各
種
医
療
機
関

等
が
結
集
し
、
市
民
の
皆
様
に
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
防
災
の

重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
今
年
は
こ
れ
ま
で
の
訓
練
内

容
に
加
え
、
先
端
的
な
映
像
機
器

を
用
い
た
Ｖ
Ｒ
（
ヴ
ァ
ー
チ
ャ

ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
）
に
よ
る
災

害
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
開
設
し
ま

す
。
「
地
域
が
命
を
守
る
ま
ち
小

金
井
」
を
め
ざ
し
て
市
民
一
人
ひ

と
り
の
防
災
意
識
を
向
上
し
、「
自

助
・
近
助
・
共
助
・
公
助
」
の
視

点
か
ら
の
防
災
へ
の
取
り
組
み
を

推
進
す
る
た
め
に
は
、
防
災
訓
練

は
と
て
も
重
要
で
す
。

　

今
年
は
、
こ
れ
ら
の
大
き
な
行

事
が
同
時
に
開
催
さ
れ
ま
す
の

で
、
い
ず
れ
か
だ
け
で
な
く
、
ぜ

ひ
両
方
の
行
事
に
ご
参
加
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

小
金
井
市
長

こ
が
ね
い
未
来
通
信

こ
が
ね
い
未
来
通
信

9


